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研究成果の概要（和文）：理論・被験者実験・計算機実験により，個々の主体の意思決定の理解

を深めるとともに相互作用を分析した．理論研究としては，計算可能性の観点から人間の推論

についての考察を進めた．実験研究としては，人間の思考について哲学実験の経済実験化を進

め，Knobe 効果よりも現状維持と平等分配の性向が強いことを見いだした．計算機実験として

は，相手の協力度を見て協力するかどうかを決定する戦略が社会ネットワーク上で広がるかを

調べた．

研究成果の概要（英文）：This project has adopted mathematical (logics) and experiments
with human subjects computer simulations to analyse individual decisions and their
interruptions. 1. Human inferences have been formulated in terms of logics with particular
attention to computability. 2. The Knobe effect philosophical experiment was transformed
into an economic experiment to reveal that people would regard status quo and equal
distribution more important than the decision-maker's intention. 3. How and why
cooperation would spread in a society has been studied with computer agents which would
observed other agents' behaviour to change their cooperative behavior.
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１．研究開始当初の背景
2008 年度までの実験経済学プロジェクトの
経験と設備を活用して，人間の意思決定につ
いての研究を計画した．代表者と分担者は本
研究以前にも複数回の科学研究費補助金で

共同研究をしたり共著論文を発表している
ので，それぞれの専門を生かして総合的研究
を志した．特に問題として意識されたのは，
各主体の計算能力の限界と，各主体の意思決
定の相互作用の生み出す複雑さの関係であ
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２．研究の目的
人間は、自分自身が考える存在であることを
知っている。計算機エージェントは、規則に
従って行動を決定するだけで、その規則につ
いて考えない。しかし、人間は、自分の思考
体系の中で意思決定するだけでなく、思考体
系について考え、思考体系自身を適切に進化
させる。この「体系からの脱出」能力が、人
間からなる体系に独特の安定性と不安定生
を与える。生産者も消費者も、計算機エージ
ェントのように行動を選択するのではなく、
自分を含む経済全体の動きを ---自分の知識
と能力の及ぶ範囲で---予想して意思決定を
する。これが、経済の進化を生物の進化から
区別する。本研究は、この観点から、新たな
経済成長理論の構築を目指す。

３．研究の方法
本研究は、「体系からの脱出」能力をもつ主
体からなる経済の成長についての新たな理
論を提出することを目指す。具体的には、
(a) 体系からの脱出能力の定式化と理解の

ための研究、
(b) 体系からの脱出能力を各人に発揮させ

社会に貢献させるための組織の研究、
(c) 体系からの脱出能力をもつ主体と、この

能力を各人に発揮させ社会に貢献させ
るための組織をもつ経済の動学の研究、

の 3つを代表者と共同研究者が協力して進め
る。
(a) については Yasugi and Oda(2002, 2003)

の限定合理的意思決定の表現を、
(b) については Smith (2007)の人間の合理性

についての考察を、
(c) については Pasinettei (2007)の構造変化

の理論を発展させる。小田と秋山の行動
実験と脳活動計測実験の知識と経験に矛
盾しないように、八杉の様相論理に関す
る証明論の知識を応用して、基礎的な理
論の構築を目指す。

４．研究成果
1．人間の思考についての数理的分析．数理
的な活動において重要な働きをする「極限再
帰」原理にしたがう（自然数上の）関数の複
雑かつ無限の操作である評価過程のコンパ
クト（すなわち簡潔で「有限的」）表現を得
るとともに，既知のコンパクトな表現が再帰
関数の計算可能性（停止性）も極限再帰関数
の停止性も同時に表現することを利用して、
極限再帰関数の評価過程を計算と見なしえ
ることを整理し，これらの研究を発展させた．

2．人間の思考についての哲学的分析．人間
の推論は，論理的側面だけでなく価値判断を
含む．実験哲学における Knobe Effect の研
究は，客観的判断（行為が意図的であるか否
か）と主観的判断（行為が社会に対して及ぼ
す効果の善悪）の分解についての直感が正し
くないことを示唆している．この問題意識に
従って、Knobe 効果の実験経済学実験の分析
を進めた。その結果，Knobe 効果は、経済実
験でも確かに存在するが、結果の平等と既得
権の保存というもっと強力な原理が十分に
働かないときの副次的原理であることを発
見し，国際会議で報告した．
3. 個々の人間の意思決定の相互作用を分析
した．
進化ゲーム論的分析とマルチ・エージェン
ト・シミュレーションによる分析、それぞれ
の長所・短所を、対象となる社会現象毎に議
論した．特に，相手の協力度を見て協力する
かどうかを決定する戦略が社会ネットワー
ク上で広がるかどうかについての進化ゲー
ム的接近に基づく計算機実験，およびゲーム
の利得構造が集団内の階層構造と協力形態
に与える影響の実験について査読雑誌に報
告した．
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